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　木曽地域は長野県の西端に位置し、東京都や大

阪府の７割以上の面積をもちます。古代に道が開

け、時に主要交通路が通ったこの地方には、貴重

な文化財が豊富に残っています。

　本企画展では、おおまかな時代ごとのテーマを

設定し、木曽地域に伝わる文化財や工芸品などを

展示します。

　木曽の歴史は、旧石器時代から始まります。開

田高原の柳
やなぎまた

又遺跡（木曽町）から発掘された２万

年前の石器

を展示しま

す。石器の

材質から木

曽地域が日

本列島の東

西文化の接

点だったこ

とがうかが

えます。

　 昭 和 5 0

年代、牧尾

ダム建設に伴い浸食を受ける可能性のあった崩
くずしご

越

遺跡（王滝村）の調査が行われました。縄文時代

中期の住居跡からは、さまざまな地域の特色をも

った土器が見つかっています。当時の木曽地域が

複数の地域と交流していたことを示しています。

木曽川をさかのぼり、あるいは山を越えて結びつ

きがあったのでしょう。

　木曽路が交通の要衝

となって、人びとが活

発に活動を始めるのは

平安時代です。

　木祖村小木曽の田ノ

上観音堂には、「木造

聖
しょう

観
かんのん

音菩薩立像」が安

置されています。平安

時代末期の作品です。

中央から運ばれたのか

地元で製作されたのか

は明らかではありませ

んが、現時点では木曽

における最古級の仏像

です。

　他にも、「木造阿弥陀如来坐像」（木曽町三岳日

向区蔵・長野県宝）、「木造菩薩形立像」（大桑村

池
ち

口
こう

寺
じ

蔵）をはじめ、中世の仏教文化を感じられ

る古写経、鰐
わに

口
ぐち

、密教法具、絵画などを展示しま

す。人や物の交流によって、中世の木曽路に高度

な文化が花開いていた様子を紹介します。

　馬は、古くから

人びとの生活とと

もにあり、時には

信仰とも結びつい

てきました。御
おん

嶽
たけ

神 社 （ 王 滝 村 ）

の 絵 馬 は 、 江 戸

時 代 の 寛 文 ８ 年

（1668）、雨乞い

はじめにはじめに

木曽のあけぼの木曽のあけぼの

中世の木曽と仏教文化中世の木曽と仏教文化

木曽と馬木曽と馬

平成28年度 秋季企画展平成28年度 秋季企画展

会期：平成28年９月17日㈯～11月27日㈰会期：平成28年９月17日㈯～11月27日㈰

若宮遺跡出土釣手土器
（木曽町教育委員会蔵）

木造聖観音菩薩立像
（極楽寺蔵）

千村士乃武　木曽馬
（上松町教育委員会蔵、木曽路美術館寄託）
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のために京都の

角
すみのくら

倉家から奉納

されたものです。

　江戸期、福島

で開かれた馬市

は、日本三大馬

市の一つと言わ

れました。絶滅

の危機を乗り越

え、現在は長野

県天然記念物に

指定されている

在来種・木曽馬

を、石井鶴
つる

三
ぞう

、千村士
し

乃
の

武
ぶ

（木曽が輩出した彫刻

家）の作品とともに取り上げます。

　「木曽路はす

べて山の中であ

る」の書き出し

があまりにも有

名 な 『 夜 明 け

前』は、文豪・

島崎藤村の代表

作 で す 。 藤 村

は、中山道馬
ま ご め

籠

宿（中津川市）

で生まれました。

近代文学の金字

塔とも評されるこの作品の自筆原稿を展示します。

　昭和40年代には、木曽路ブームがおこります。

列車が木曽福島駅に到着すると、多くの人びとが

ホームに降り立ったと言います。ブームの火付け

役となった文芸写真家・澤田正
まさはる

春の作品を紹介し

ます。木曽の原風景を感じさせる作品群です。

　この企画展では、木曽全域の皆様のご協力をい

ただき、塩尻市（旧楢川村）、木祖村、木曽町、

王滝村、上
あげまつ

松町、大桑村、南木曽町、中津川市

（旧山口村）にゆかりのある資料が一堂に集まり

ます。前述の資料に加えて、現存する中世の木曽

氏関係史料の中でもっとも古い年号が記されてい

る棟
むな

札
ふだ

、木曽代官山村家に伝わった刀、木曽路を

描いた錦絵、現代に続く工芸美術など、第一級の

文化財を展示します。

　開催期間中は、講座・講演会、各テーマごとの

ギャラリートーク、木曽の伝統芸能の紹介や物産

展などのイベントを行います。本物の木曽馬も登

場します。

　木曽在住の皆様をはじめ、広く県内外の皆様に

ご覧いただき、木曽の文化に触れていただきたい

と願っています。秋季企画展「木曽の宝」にご期

待ください。

近代の夜明け、そして現代の木曽へ近代の夜明け、そして現代の木曽へ

ぜひお越しください！ぜひお越しください！

刀　銘備州長船則光（木曽町教育委員会蔵）

歌川広重　木曽海道六拾九次之内　須原
（木曽路美術館蔵、半期のみ展示）

南木曽町田立「花馬祭り」
（画像提供＝南木曽町教育委員会）

円空　十一面観音坐像
（楯守神社蔵）

島崎藤村 『夜明け前』原稿
（藤村記念館蔵、会期中ページ替え）
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　木曽は、いつの時代も東西南北交流の結節点で

した。縄文時代も例外ではなく、早・前期から関

西系の土器などが見つかっています。

　中期後半には、木曽郡内全域で集落遺跡が増え

ます。それまでの交易拠点に加え、山あいの平地

にムラを拓き、定住化を目指したようです。

　王滝村崩越遺跡ではム

ラの跡が見つかってお

り、住居跡からは伊那系

の土器（写真）を主に、各

地の土器がそろって出土

しています。交流の広さ

を示す土器の顔つきの違

いをご覧ください。

常 設 展 示 室 か ら常 設 展 示 室 か ら
秋の展示のみどころ秋の展示のみどころ

くずしご

山あいの地にムラを拓く
ひら

　天保４年（1833）に制作された、長さ17メー

トルを越える絵巻物。松代天王祭の行列や見物人

が描かれています。この祭りは松代町東條の池田

宮（玉依比売命神社）の牛頭天王をまつる夏祭り

です。８つの町がそれぞれ山車や舞台などを出

し、武士の行軍や乗馬、踊りも行われました。

長大な信州松代祭礼絵巻

　「木曽義仲合戦図屏風」は、木曽義仲が入京す

るまでの活躍を『平家物語』などをもとに描いた

屏風です。もともとは画帖仕立てでしたが、12枚

の絵を貼り直し、四曲一双の屏風となっています。

　木曽義仲を主題に描いた合戦図屏風は国内で数

点しか見られませ

ん。当館所蔵のこ

の屏風を、平成28

年 度 秋 季 企 画 展

「木曽の宝」にあ

わせて常設展示室

でご覧いただけま

す。（企画展会期中

に展示替えをしま

す。）

木曽義仲を描いた合戦図屏風
　近現代コーナーの一角に、明治時代の小学校の

教室をイメージした展示空間があります。教室の

黒板の右にあるオルガンは、かつて静岡県にお住

まいの方が所有されていました。外観は木製の西

洋家具のようで、ロウソクの明かりを立てる燭台

が両側についています。また、ペダルには革が

張ってあり、象嵌・文様が施されているなど、学校

ではなく個人宅で使用したものだと思われます。

　静岡県では「山葉楽器製造会社（現・ヤマハ）」

が明治22年（1889）に設立されています。当館開

館時の調査により、明治42年（1909）〜43年

（1910）頃のものと推定さ

れ、当時、この型の値段

は38円でした。なお、寄

贈された際に調律し、弾

くことができます。

装飾が施された明治のオルガン

がじょう

たまよりひめのみこと

ぞうがん もんよう

ご   ず  てんのう

だ   し

「清水冠者」（部分）

原　始

古代・中世

近　世

近現代
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　企画展「信濃武士の決断」での調査・展示が縁

で、平成27年（2015）3月京都府の室賀家から

伝来資料（総点数868点）を寄贈していただきま

した。皆さんは室賀家のことを知っていますか。

　大河ドラマ「真田丸」が放映されています。こ

のドラマの中で室賀氏は天正10年（1582）の武

田家滅亡に端を発する「天正壬
じん

午
ご

の乱」において

真田家とともに小県郡の国
くにしゅう

衆として登場していま

す。室賀家は中世村上氏の家臣で小県郡室賀郷を

名字の地とする地
じざむらい

侍。川中島合戦直前に武田氏に

つき、その後織田・北条・上杉・徳川各大名との

間で一族の中で揺れ動く北信濃の武士の典型です。

今回寄贈いただいた資料の中には、16世紀後半

の室賀満俊やその実兄である屋代秀正あてに出さ

れた武田信玄、上杉景勝、徳川家康などの判
はん

物
もつ

や

朱
しゅ

印
いん

状
じょう

といった戦国大名文書が30点余り含まれ

ています。とくに本能寺の変後の北信濃において

上杉・徳川両大名の境
さかいめ

目となった小県郡や埴
はに

科
しな

・

更
さら

級
しな

郡の国衆のなかには、同時に双方と関係を持

ったり、あるいは一族のなかで双方に分かれるよ

うな、いわば「両属」の形態を見ることができま

す。大名側にすると、こうした境目の国衆たちの

動向には注意を払うことになります。室賀家の文

書をみると、この時期上杉景勝が室賀氏に対して

厚手の礼
らい

紙
し

を重ね褒
ほう

賞
しょう

したり（写真１）、家康が同

族の屋代氏に自筆で厚遇している様子が見えます。

　

江戸時代には室賀氏は屋代氏同様、徳川氏の旗
はた

本
もと

家として存続します。滅びた家も多かったなかで、

室賀家が存続した根拠や由来はなんだったのか。

戦乱のない江戸時代の武家にとって、かつての家

の歴史や由緒を探る行為が頻繁に行われ、そして

その歴史が大切にされていった理由はまさにそこ

にあると思います。寄贈された資料のなかには系

図・親
しん

類
るい

書
がき

、縁戚の村上・屋代・雨宮氏といった

信濃時代の系譜資料が多数含まれています。江戸

時代の旗本がみた戦国時代の「家」意識をうかが

えるので、貴重であるといえます。

　室賀氏は幕末に

も脚光をあびます。

室 賀 甲 斐 守 正
まさかた

容

（竹堂）が江戸幕

府15代将軍徳川

慶
よしのぶ

喜の側近、その

後は家
か

令
れい

として活

動する関係で、越

前 藩 主 松 平 慶
よしなが

永

（春
しゅんがく

嶽）や山岡鉄

太郎（鉄
てっしゅう

舟）など

著名人から慶喜へ

取り次ぐ役割を果

たしているからです。寄贈されたものは文書だけ

ではありません。90点近い写真資料は、文字か

らだけではうかがえない明治・大正期の時代の雰

囲気をわたしたちに伝えてくれます。室賀竹堂や

その家族写真のほか慶喜や福沢諭吉の写真も含ま

れています。（写真２）

　このように今回寄贈いただいたものは戦国時代

から近現代に至る豊富な歴史情報を数多く含んで

いるものです。約400年の時の流れを経て、室賀

家の資料はご先祖の地信州へ里帰りしたのです。

室賀家資料の里帰り室賀家資料の里帰り
文献史料をよむ

（写真１）室賀源七郎あて上杉景勝書状（天正10年）

（写真２）
　明治初期の室賀正容（竹堂）
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現在は（縄文）土器の発明をもって縄文時代と

する見解が主流です。県立歴史館にも最古級の土

器が保管・展示されています。岡谷市中
なかじま

島Ｂ遺跡

と信濃町星
せい

光
こう

山
さん

荘
そう

Ｂ遺跡の「隆起線文土器」です。

その土器が作られた年代は何年前だったのでしょ

うか？

　考古学では年代を知るために「編年」という手

法を用います。編年には相対年代（編年）と絶対

年代（編年）があります。相対年代は地層の重な

りで下層の方が上層より古いことや、住居跡Bを

壊して住居跡Aが作られていれば新旧関係をＢ→

Ａとして判断します。また、モノの変化を分析し

て、進化論などを応用しながら新旧関係を明らか

にしていく「型式学的方法」も用います。これら

相対年代ではどちらが古くどちらが新しいという

のは判明しますが、何年前という具体的な数値で

あらわすことができません。

　そこで必要となるのが絶対年代です。この年代

は何年前とか西暦何世紀などのように具体的な数

値で表されるので、数値年代や実年代、暦年代と

もいわれます。ただ実際の遺物で年代を表してい

るのは紀年銘のある中国鏡や鉄剣など非常に限ら

れてしまいます。そこで数値の年代を得るために

理化学的な手法を用います。

　理化学的年代測定法には、熱ルミネッセンス

法、光ルミネッセンス法、カリウム・アルゴン法、

フィッション・トラック法、年輪年代法など多く

のものがありますが、放射性炭素年代測定法が

もっとも多く用いられている方法です。

　生物は生きている間、自然界に広く分布する放

射性炭素14Cを常に大気中や海水中から取り込ん

でいるため、生物体内の14Cと大気中の14Cはほぼ

等しいのですが、生物が死ぬと取り込みが停止し、

しだいに体内濃度が低下していきます。その周期

を測定し、年代測定に利用したのが、シカゴ大学

のリビーです。昭和26年（1951）以降、リビー

は世界中の考古資料の年代測定を行いました。そ

して日本の縄文土器研究に大きな論争をもたらし

ました。

　昭和35年（1960）に発表された神奈川県横須

賀市夏
なつ

島
しま

貝塚の縄文早期の土器とともに採取され

たカキの貝殻が9,450±400BP、木炭が9,240±

500BP（BPはbefore presentの意味で1950年か

らさかのぼった年代）と測定されました。この年

代値は、日本のみならず世界を驚かせました。

　当時、世界的にも土器の起源は5,000BCほど

でした。この値が正しければ、世界最古の土器と

研究の窓 考古資料の年代を知る考古資料の年代を知る

信濃町星光山荘B遺跡の隆起線文土器（左下）と石器群（当館蔵）

縄文時代のはじまりは何年前か縄文時代のはじまりは何年前か

放射性炭素年代測定法放射性炭素年代測定法

縄文土器は世界最古の土器縄文土器は世界最古の土器
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いうことになりました。その後さらに長崎県福
ふく

井
い

洞窟遺跡から出土した隆起線文土器が12,000年

前との数値が出て、日本列島の縄文土器は世界最

古と評されるようになりました。

　一方でその数値に異を唱える研究者も少なから

ずおり、縄文土器の起源についての論争となりま

した。「縄文学の父」とも称される東京大学の山
やまのうち

内

清
すが

男
お

は縄文時代の始まりである草創期に出土する

矢
や

柄
がら

研磨器という石器が大陸の遺跡からもみられ

る特徴的な石器であることに注目し、大陸側で推

定されている年代観にあてはめ、縄文土器の始ま

りを2,500BC、つまり今から4,500年ほど前であ

ることを主張しました。山内の方法は考古学的に

出土資料を比較しながら年代を推定していく考古

学的編年の手法です。

　最古の縄文土器は１万年を超えるのか、それと

も５千年前ほどなのか。前者を長期編年、後者を

短期編年といい、学界の論争となりました。現在

は草創期の年代測定資料が増え、長期編年が主流

ですが、研究者の中では、まだ決着はついていな

いと考える人もいます。測定方法に疑義を唱える

自然科学者もいるなど万全とは言えません。

　放射性炭素年代測定法は当初、β線計測法と

いって、14Cが放射壊変する際に生じたβ線をカ

ウントする方法でしたが1970年末に新しい加速

器質量分析計を用いるAMS法が開発されました。

詳しい原理は専門書に譲りますが、従来のβ線法

では測定試料が数g必要であったのに対し、この

方法だと炭素量１mgでも測定することが可能に

なりました。つまりβ線法であれば、いわゆる炭

化材でなければ測定できなかったものが、炭化物

粒子でも測定可能となったわけです。土器に付着

したおこげや人骨片などからも年代を測定するこ

とが可能になり、測定資料数は飛躍的に伸びまし

た。

ところがこの測定値にも補正の必要性があるこ

とが判明してきました。リビーの測定法は「大気

中の14C濃度が一定である」ことが前提でしたが、

濃度測定の精度があがり、経年的に変化していた

ことがわかり、14C年代は「仮想年代」で、暦の

年代に「較
こうせい

正」することが必要であることが判明

してきたからです。較正の方法は樹木年輪やサン

ゴや海底堆積物のデータなどを用います。その結

果、較正年代は14C年代との差は年代をさかのぼ

るごとに開いてくることがわかりました。

さて、長野県の縄文時代草創期の土器の14C年

代とその較正暦年代を表１に示しました。14C

年代は12,000年前代が多くこれを較正すると

14,000年前という年代が得られます。現時点で

長野県の縄文時代のはじまりは較正年代を用いれ

ば14,000年前といえるでしょうか。

ただ、放射性炭素年代測定も現在、海洋リザー

バー効果（年代が古くなる）やAAA処理問題

（試料の化学処理による誤差）など、まだ検討の

余地があります。

考古学の編年は理化学的手法を用いた絶対年代

と考古学的手法による相対年代の両輪がうまくか

み合ってこそ正しい年代観が得られることでしょ

う。　　　　　　　　　　　　　　（大竹憲昭）

【参考文献】

工藤雄一郎 2012『旧石器・縄文時代の環境文化史』

吉田邦夫 2005「Ⅷ．14C年代測定の新展開」

　　　　 RADIOISOTOPES,54  pp.233-255

放射性炭素年代測定法の進展放射性炭素年代測定法の進展

長野県最古の土器の年代長野県最古の土器の年代

遺跡名 試料 14
C年代 較正年代（註） 分析方法 機関番号

中島B 炭化材 12,460±310 14,710 β I-13767

星光山荘B 土器付着炭化物 12,000±40 13,890 AMS Beta-133848

土器付着炭化物 12,160±40 14,010 AMS Beta-133849

土器付着炭化物 12,340±50 14,380 AMS Beta-133850

仲町BP 土器付着炭化物 12,010±130 13,880 AMS PLD-1839

貫ノ木 土器付着炭化物 12,350±50 14,400 AMS NUTA2-6885

土器付着炭化物 12,360±50 14,420 AMS NUTA2-6883

土器付着炭化物 12,490±50 14,630 AMS NUTA2-6883

土器付着炭化物 12,870±110 15,470 AMS PLD-1845

土器付着炭化物 13,010±110 15,720 AMS PLD-1844

表1　長野県内遺跡出土の隆起線文土器の年代　（工藤2012より作成）

註：IntCal09 Calibrated dates 1σ（whole range)と 2σ（whole range)の平均値
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講座・イベント

　5・12
26

休館日

月10

月9

　3・11
17・24
31

休館日

月11
　4・  7
14・21
24・28
29

休館日

月12
　5・12
19・
26～31

休館日

行事アルバム
古文書講座
　初　級　第3回
　　　Ａ　9/ 4 ㈰
　　　Ｂ　9/15㈭
　中　級　第3回
　　　Ａ　9/ 3 ㈯
　　　Ｂ　9/15㈭
　上　級　第5回
　　　　　9/24㈯

古文書講座
　初　級　第4回
　　　Ａ　10/ 2 ㈰
　　　Ｂ　10/20㈭
　中　級　第4回
　　　Ａ　10/ 1 ㈯
　　　Ｂ　10/20㈭

古文書講座
　初　級　第5回
　　　Ａ　11/ 6 ㈰
　　　Ｂ　11/17㈭
　中　級　第5回
　　　Ａ　11/ 5 ㈯
　　　Ｂ　11/17㈭

　晴天の土曜日の午後、千曲市の戸倉創造館を会場に第1
回「歴史館ふるさと講座in千曲」が開催されました。こ
の講座は多くの県民の皆さんに、長野県における最新の
歴史研究の成果をお伝えするため、新たに設けられた講
座です。この日は「謎ばかりの真田氏－居館と城を中心
に－」と題して笹本正治当館館長による講演が行われ、
約200名の皆さんが熱心に聴講されました。7月1日まで
に、千曲市で5回、木曽郡大桑村で1回開催されました。

　今年度も古文書講座が始まりました。初級2クラス、中
級2クラス、上級1クラスで延べ約180名の参加者でス
タートしました。6月16日は初級Bクラス第1回目の講座
でした。崩し字を初めて読む方にとっては緊張の第一歩
です。全5回の講座を通じて様々なジャンルの史料に触れ
ながら少しずつ古文書に親しんでいきます。

秋季企画展

冬  季  展

考古学講座　第2回　
9/17㈯

　　（秋季企画展講座参照）

考古学講座　第3回
11/19㈯

（秋季企画展講座参照）

考古学講座　第4回
　　12/17㈯

「やさしい信濃の歴史講座」

遺跡探訪会
　　　　　 10/15㈯

森将軍塚まつり
　　　 11/3 （木・祝）

歴史館から考える戦争と平和
第3回　9/ 3 ㈯
第4回　9/10㈯

近世史セミナー
　　　 11/26㈯

①12/10㈯　②12/24㈯

出前巡回講座
「やさしい信濃の歴史講座」
　　　　　  11/19㈯
会場：箕輪町郷土博物館

出前巡回講座
「やさしい信濃の歴史講座」
　　　　　  12/ 3 ㈯
会場：松本市立博物館

絵馬・黒駒繋馬図（寛文8年・1668、王滝村・御嶽神社蔵）

大般若波羅密多経（建保3年・1215、個人蔵）

木造阿弥陀如来坐像（長野県宝、鎌倉時代、木曽町三岳・日向区蔵）

土器（崩越遺跡出土、縄文時代中期中葉、王滝村教育委員会蔵）

渓斎英泉　岐阻海道奈良井宿名産店之図（19世紀、当館蔵）

木造菩薩形立像（平安時代末〜鎌倉時代、大桑村・池口寺蔵）

太刀　銘□恒（長野県宝、鎌倉時代、木曽町・水無神社蔵）

木曽の宝
9/17㈯～11/27㈰

信濃国の城と城下町
－発掘調査が謎を解く－

12/17㈯～2/26㈰

 ■ 講演会
10/22㈯ 13時30分～
 「木曽の宝」
　講師：笹本正治（当館館長）
■ 講　座
9/17㈯ 13時30分～
 「縄文土器に見る交流関係」
　講師：寺内隆夫（当館職員）
 （考古学講座②を兼ねる）
10/15㈯ 13時30分～
 「ここまでわかった木曽の古代」
　講師：原明芳・福島正樹（当館職員）
11/12㈯ 13時30分～
 「木曽馬の歴史」
　講師：中川剛 氏（木曽馬保存会）
11/19㈯ 13時30分～
 「木曽路の開通と陶器の流れ」
　講師：原明芳（当館職員）
 （考古学講座③を兼ねる）
■ イベント
9/24㈯・11/12㈯・11/13㈰
  10時～ 「木曽馬と遊ぼう」

10/10（月・祝）13時30分～
「南木曽町田立の伝統芸能に親しむ
 （田立の花馬祭り・田立歌舞伎）」
11/3（木・祝）
　森将軍塚まつり連携イベント
　①「木曽町開田の伝統芸能（把之沢
　　  の姫獅子舞い・開田嫁入り唄）」
　②「大桑村の伝統芸能（須原ばねそ）」
　③「木曽物産展」

＊＊ 歴史館ふるさと講座 6月4日 ＊＊

＊＊ 古文書講座初級「講座開き」 6月16日 ＊＊
長野保健所指令28第11-09011295（展示）
登録の年月日 平成28年7月19日
木曽馬乗馬センター 動物取扱責任者 中川剛

※イベント内容は変更となる場合がありま
す。ギャラリートークも行いますので詳し
くは秋季企画展チラシや当館ホームページ
でご確認ください。


